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　連休中に、Netflix（ネットフリックス）のド

キュメンタリー番組、『監視資本主義：デジ

タル社会がもたらす光と影』を見た。われわ

れの行動が無料のSNSや検索サービスにより

監視され、その情報（ビッグデータ）がアル

ゴリズムにより様々な分野で活用されるとい

うビッグテータ社会の実情である。驚かされ

たのは、そのデータはわれわれ人間が様々な

場面で選択を繰り返してきた結果であるがゆ

えに、データそのものに先入観や誤解、偏見

が入っているということ、そしてそれによっ

て作られたシステムがわれわれの監視や管理

の分野にも活用されているという事実である。

　偏見により作られたアルゴリズムは偏見を

再生産し、多くの有害な思い込みが数学とい

う名前の下に偽装され、検証ができないブラ

ックボックス状態で社会に提供される。その

結果、特権階級ほど高く評価され、そうでな

い人は低評価になり、格付け万能社会の下で

格差を拡大していく。実際これを活用した米

国の教育評価制度の下で、貧しい学校は優秀

な教師を失い、裕福な学校が優秀な教師を迎

入れるという結果になったという。

　このような監視資本主義の流れを止めるに

は、個人データの管理をより強化し、自らの

知らぬところでの活用を禁止することが必要

だ。

　筆者が問題にするのは、このような監視資

本主義への恐怖や問題が、安易にマイナンバ

ー制度と結びつけられることである。中島岳

志東京工業大学教授は、冒頭のネットフリッ

クスの番組を例に出しながら、マイナンバー

制度により以下の懸念が生じると論じている。

　「私たちの個人情報が、政府に筒抜けにな

る…政府は全ての国民のデータを逐次監視す

るわけではない。しかし、私たちは常に『見

られている』という思いを抱くことになる。

その時、国民の間に自主規制が起きるだろう。

『この本を買ったら、反政府的な人間と思わ

れて警戒されるのではないか』『だったら、

買うのをやめておこう』ということになれば、

言論は自発的に萎縮し、自主規制が蔓延（ま

んえん）する。…『監視されているという思

い』を国民に植え付けることによって、国民

を効率的・効果的に服従させるメカニズムが

ある…現在はこの原理が起動する寸前にあ

る。」とし、「今起きていることに繊細になら

なければ、取り返しの付かない事態を招くだ

ろう。自由を死守する正念場だ。」と結論付

けている。（2020年11月１日、東京新聞への寄稿、
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　筆者は、このような論はあまりにも飛躍し、

いたずらに恐怖をあおっているように思えて

ならない。

　そもそもマイナンバーは、社会保障・税番

号であり、その導入目的は、「公平・公正な

課税」と「社会保障負担・給付の公平化・効

率化」の２つである。公平な税負担を求める

ことは、民主主義社会を建設していく上での

基本である。正確な所得情報を公平な社会保

障に結びつけるためには、番号は不可欠であ

る。そのことと、誰もが恐怖感を抱く、SNS

普及のもとでAIが行う監視資本主義社会と

は、次元の異なる話ではないか。いたずらに

恐怖をあおり、それを民主国家の基盤たる社

会インフラに必要な制度と安易に結びつける

のは、暴論というものではないか。AIやビ

ッグデータの脅威を喧伝する欧米の学者で

も、自国の番号制度の批判まで行っていると

いう話は聞いたことがない。

　必要なことは、個人情報の管理と自らの情

報がどう使われたのかがわかる透明性の確保

である。そのためにマイナンバーでは、欧米

のような情報の一元管理をとらず分散管理方

式にして芋づる式の情報漏えいを防ぐシステ

ムを導入している。マイナンバーの普及には、

国民の政府への信頼が欠かせないという点は

その通りだが、デジタル関連法の成立した今

日、そのような抽象論だけではデジタル社会

に乗り遅れるだけだ。


